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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　整形外科用ギプスと併用して損傷を超音波処置する装置であって、
　　ａ．　携帯可能な自蔵式主要動作ユニットと、
　　ｂ．　前記主要動作ユニットから遠隔の内部損傷に対応する体外部位に隣接して、前
記整形外科用ギプスに装着するように構成および適合されて、本体と前記本体から延びる
少なくとも１つのメッシュ突出部とを有する支持体取付け具と、
　　ｃ．　前記主要動作ユニットに作用的に接続され、かつ前記支持体取付け具の前記本
体と着脱可能に係合された超音波変換器処置ヘッドモジュールと、
　　ｄ．　前記支持体取付け具を前記整形外科用ギプスに装着するギプステープと、を備
え、前記ギプステープの少なくとも一部が、前記少なくとも１つのメッシュ突出部を含浸
する装置。
【請求項２】
　前記主要動作ユニットは、超音波信号発生器および信号発生器回路を有し、前記信号発
生器回路は、プロセッサと、パルス信号発生器と、前記パルス信号を調整するために前記
プロセッサに結合されたスイッチとを含む、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記本体の内部に位置決めされた超音波伝搬増強媒質をさらに備える、請求項１又は２
に記載の装置。
【請求項４】



(2) JP 5302000 B2 2013.9.25

10

20

30

40

50

　前記超音波伝搬増強媒質はゲルパッドである、請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　前記本体の外側周囲上にロック構造をさらに備える、請求項１から４のいずれか１項に
記載の装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本出願は、２００５年１１月７日出願の米国特許仮出願第６０／７３４２４５号の利益
を主張するものである。この先行出願の開示は、参照によってその全体が組み込まれる。
【０００２】
　連邦政府による委託研究または開発に関する声明
該当なし。
【０００３】
　附属文書
該当なし。
【０００４】
　本発明は、一般に治療用超音波装置に関し、さらに詳細には治療装置を整形外科用ギプ
スまたは他の医療用包材に取り付ける装置および方法に関する。
【背景技術】
【０００５】
　超音波を使用して骨損傷を治療的に処置および検査することが知られている。適切なパ
ラメータ、例えば、周波数、パルス繰返し、および振幅を有する超音波パルスを適切な時
間の間および骨損傷に隣接する適切な体外部位に当てると、例えば、骨破壊および骨折の
自然治癒を速めることが確認されている。骨粗鬆症を患う高齢者のような、治癒能力が減
退した患者では、超音波治療が、別様であれば人工器官置換が必要になるかまたは患者を
永久に身障状態に残すことになりかねない骨損傷の治癒を促進しうる。
【０００６】
　超音波治療は、整形外科用ギプスのような医療用包材と併用してしばしば用いられる。
剛性または半剛性のプラスチックの変換器ポートが骨折ギプスの上に取り付けられ、すべ
ての大小の骨に対してその使用を可能にする。高さおよび半径の増大が最小限のポートを
ギプスの中へ確実に接着することが大いに望ましい。現在のところ、ポートをギプスに接
着するために、剪断におけるギプス樹脂の粘着特性に依存している。これは、剪断接着が
他の種類の接着ほど強力ではないので不利である。
【０００７】
　従来技術の変換器取付け装置に関連する別の問題が、装置取付け時に外科医には明らか
になる。典型的には、超音波治療を処方する決定の前に、ギプスが患者に取り付けられる
。したがって、外科医は、処置を必要とする患者の身体部分に隣接して超音波変換器ヘッ
ドモジュールを配置することに対応するために、既存のギプスの中に穴を開けることが要
求される。かなりの数の変換器ヘッドモジュールは円形であるので、対応する円形の穴が
ギプスの中に必要とされる。しかし、外科医には、ギプスの中に正方形または長方形の空
所を切り取るために、貫入をギプスの深さに限定するように調整可能な切刃を有する道具
が一般に装備されている。しかも、ギプス中に開けられる空所の精度に気を配ることを外
科医に要求するのは非効率的である。したがって、ギプス中の空所の内部に配置可能であ
り、正方形または長方形の空所を、超音波変換器ヘッドモジュールを受け入れるための円
形の穴に変換できる装置に対する必要性、および空所の寸法に関連する厳密さを最小限に
するように適合性および汎用性がある装置に対する必要性も存在する。
【０００８】
　典型的には、超音波治療装置は、３つの様態の１つでギプスに適用されうる。第１に、
開業医がギプスの中に穴を開け、この穴の上方で超音波変換器を直接紐で縛ることができ
る。第２に、開業医は、ギプスの中に穴を開け、プラスチックの変換器ポートをギプスの
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中へ強制的に嵌めて、次にこのポートの中に超音波変換器を配置することができる。第３
に、開業医は、プラスチックの変換器ポートの周囲にギプスを築き、その後で超音波変換
器をポートの中に取り付けることができる。
【０００９】
　別法として、外科医は、損傷発生時点で、超音波治療がおそらく好ましい将来の処置で
あることを知りうる。しかし、これまでは、空所内部の皮膚がウインドウ浮腫になりやす
い（特に腫張期の間に）ことが確認されているので、ギプスの中に空所を創出するスペー
サの取付けは、損傷患部周囲の腫張の危険性がなくなるように、ある一定の時間が経過す
るまで先延ばしされてきた。したがって、外科医が、超音波変換器処置ヘッドモジュール
を挿入可能に受け入れ、モジュールが定位置にないときにウインドウ浮腫も予防する挿入
体または支持体取付け具を損傷時点でギプスの中に取り付けることを可能にする装置に対
する必要性が存在する。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　当業には、以上に留意した欠点を克服し、使いやすく、かつ筋骨格および骨の損傷の治
癒により適切な成果をもたらす治療用処置装置をギプスの上に精確に取付けおよび位置決
めするための改良された組立体に対する必要性が依然として存在する。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明が開発されたのは、以上の問題を考慮した上のことである。本発明の態様によれ
ば、整形外科用ギプスと併用して損傷を超音波処置する装置が提供される。本装置は、携
帯可能な自蔵式主要動作ユニットと、主要動作ユニットから遠隔の内部損傷に対応する体
外部位に隣接して、整形外科用ギプスに装着するように構成および適合されて、本体と本
体から延びる少なくとも１つのメッシュ突出部とを有する支持体取付け具と、主要動作ユ
ニットに作用的に接続され、かつ支持体取付け具の本体と着脱可能に係合された超音波変
換器処置ヘッドモジュールと、支持体取付け具を整形外科用ギプスに装着するギプス材料
とを具備し、ギプス材料の少なくとも一部が、少なくとも１つのメッシュ突出部を含浸す
る。
【００１２】
　本発明の１つの実施形態では、少なくとも１つのメッシュ突出部は、平面的なメッシュ
基部を備える。
【００１３】
　本発明の別の実施形態では、少なくとも１つのメッシュ突出部は、複数のメッシュタブ
を備える。
【００１４】
　本発明の別の実施形態では、少なくとも１つのメッシュ突出部は、少なくとも１つの一
体蝶番をさらに備える。
【００１５】
　本発明のさらに別の実施形態では、少なくとも１つのメッシュ突出部は、小さい曲率半
径に共形となる。
【００１６】
　本発明の１つの特定の実施形態では、主要動作ユニットは、内部電源を有し、処置中に
患者によって携帯されるように寸法決めされる。
【００１７】
　本発明の別の実施形態では、処置ヘッドモジュールは、超音波信号発生器と、その発生
器と作用的に関連する信号発生器回路とを有する。
【００１８】
　本発明のさらに別の実施形態では、処置ヘッドモジュールは、超音波変換器を備える。
【００１９】
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　本発明のさらに別の実施形態では、超音波変換器は、圧電特性を有し、セラミック材料
、単結晶リラクサ強誘電体、ジルコン酸チタン酸鉛、メタニオブ酸鉛、チタン酸バリウム
、およびポリフッ化ビニリデン（ＰＶＤＦ）の圧電性コポリマーから成る群から選択され
た材料から作製される。
【００２０】
　本発明の別の実施形態では、処置ヘッドモジュールは、無線接続によって主要動作ユニ
ットに接続される。
【００２１】
　本発明の１つの特定の実施形態では、主要動作ユニットは、超音波信号発生器および信
号発生器回路を有し、この信号発生器回路は、プロセッサと、パルス信号発生器と、パル
ス信号を調整するためにプロセッサに結合されたスイッチとを含む。
【００２２】
　本発明の別の実施形態では、主要動作ユニットは、処置シーケンスデータを表示するた
めに信号発生器回路に結合された表示器パネルと、信号発生器の使用者制御を可能にする
ために信号発生器回路に結合されたキーパッドとを有する。
【００２３】
　本発明の別の実施形態では、スイッチに接続された光送信器が設けられ、この光送信器
は、パルス信号を光信号に変換するように構成されている。
【００２４】
　本発明のさらに別の実施形態では、超音波信号発生器と外部コンピュータ／モデムとの
間の通信リンクを設けるために、通信ポートとプロセッサとの間に接続された通信インタ
ーフェースが設けられる。
【００２５】
　本発明のさらに別の実施形態では、処置手順の厳密な遵守を知らせるためにプロセッサ
に接続された警報が設けられる。
【００２６】
　本発明の１つの特定の実施形態では、支持体取付け具の本体は、超音波変換器処置ヘッ
ドモジュールの一部を受け入れるように構成された開口を有する。
【００２７】
　本発明の別の実施形態では、この本体は、開口の中へ延びる少なくとも２つの差込みラ
グであって、これらラグの間に導電経路を形成するために電気接続される少なくとも２つ
の差込みラグを有する。
【００２８】
　本発明のさらに別の実施形態では、超音波変換器処置ヘッドモジュールは、このモジュ
ールの外表面から延びて、少なくとも２つの差込みラグに係合するように構成された少な
くとも一部を有する少なくとも２つの溝穴付きラグを含み、これらの少なくとも２つの溝
穴付きラグは、溝穴付きラグが差込みラグに係合するときに、これらの溝穴付きラグの間
に導電経路が形成されるように、導電性プラスチックから製造される。
【００２９】
　本発明の別の実施形態では、支持体取付け具は、外表面と、この取付け具を貫通する、
近位入口および遠位出口を備える軸中繰り穴を画定する内表面とを有する。
【００３０】
　本発明のさらに別の実施形態では、整形外科用ギプスの中の空所の内部に嵌るように構
成されたスペーサが設けられ、このスペーサは内部に開口部を有し、この開口部は支持体
取付け具の外周囲に対応する形状を有し、この支持体取付け具は少なくとも一部が開口部
の内部に位置決めされる。本発明の１つの特定の実施形態では、スペーサはフェルトから
作製される。
【００３１】
　本発明の別の実施形態では、本体の内部に位置決めされた超音波伝搬増強媒質が設けら
れる。本発明の１つの特定の実施形態では、超音波伝搬増強媒質はゲルパッドである。
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【００３２】
　本発明の別の実施形態では、本体の外側周囲上にロック構造が設けられる。
【００３３】
　本発明のさらに別の実施形態では、本体は、少なくとも１つのメッシュ突出部に対して
横断方向へ上向きに延びる。
【００３４】
　本発明のさらに別の実施形態では、本体に装着されたキャップと、このキャップに連結
された偏倚要素とが設けられ、この偏倚要素は超音波変換器処置ヘッドモジュールに係合
する。
【００３５】
　本発明の別の実施形態では、本体は円筒形の中空管である。
【００３６】
　本発明のさらに別の実施形態では、本体は口縁をさらに備える。
【００３７】
　本発明のさらに別の実施形態では、本体は近端部および遠端部を有し、少なくとも１つ
のメッシュ突出部が遠端部に位置する。
【００３８】
　本発明の別の実施形態では、ギプス材料は、少なくとも１つのギプス材料細片を備える
。
【００３９】
　本発明のさらに別の実施形態では、支持体構造は、半球形の切欠きをさらに備える。
【００４０】
　本発明の別の実施形態では、メッシュ突出部は、重合体または複合材から成る群から選
択された材料から作製される。本発明の１つの特定の実施形態では、重合体は、熱可塑性
重合体、熱硬化性重合体、およびエラストマーから成る群から選択される。本発明の別の
実施形態では、重合体は、ビニル被覆を有する１４番手のポリエステルコアの織り糸から
作製される。
【００４１】
　本発明の１つの特定の実施形態では、メッシュ突出部は、ポリ塩化ビニル、ポリエチレ
ン、アクリロニトリルブタジエンスチレン、またはシリコーンから成る群から選択された
材料から作製される。
【００４２】
　本発明の別の実施形態では、メッシュ突出部は厚さＡを有し、厚さＡは、約２分の１ミ
リメートルから約７ミリメートルの範囲内にある。本発明の１つの特定の実施形態では、
厚さＡは約１ミリメートルである。
【００４３】
　本発明の別の実施形態では、メッシュ突出部は第１の寸法Ｄ１および第２の寸法Ｄ２を
有し、第１の寸法Ｄ１は約２５ミリメートルから約１５０ミリメートルの範囲内にあり、
第２の寸法Ｄ２は約２５ミリメートルから約１５０ミリメートルの範囲内にある。本発明
の１つの特定の実施形態では、Ｄ１およびＤ２は各々が約５７ミリメートルである。
【００４４】
　本発明の別の実施形態では、本体は剛性または半剛性である。
【００４５】
　本発明の別の実施形態では、メッシュ突出部の一部は、選択された医療用視覚化システ
ムで観察されうる材料から構成される。
【００４６】
　本発明の別の実施形態では、メッシュ突出部の一部は、少なくとも一部がＸ線放射に不
透過である。
【００４７】
　本発明の別の実施形態では、メッシュ突出部の一部は、少なくとも一部が赤外線放射に
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不透過である。
【００４８】
　本発明の別の実施形態では、メッシュ突出部の一部は、少なくとも一部が常磁性である
。
【００４９】
　本発明の別の実施形態では、メッシュ突出部の一部は、接着剤被覆を含む。
【００５０】
　本発明の別の実施形態では、メッシュ突出部は、１つまたは複数の周辺標識をさらに備
える。本発明の１つの特定の実施形態では、４つの周辺標識が存在する。本発明の別の実
施形態では、周辺標識は、メッシュに織られた放射線不透過の糸、放射線不透過のインク
、鉛テープの切片から成る群から選択される。
【００５１】
　本発明の別の実施形態では、中心標識が設けられる。
【００５２】
　本発明の別の実施形態では、メッシュ突出部は異なる織物間隙を有する。
【００５３】
　本発明の別の実施形態では、支持体取付け具は凹面の下端を有する。
【００５４】
　本発明の別の実施形態では、支持体取付け具は、その取付け具の上部分の中に少なくと
も１つの周方向溝を含む。
【００５５】
　本発明の別の実施形態では、支持体取付け具は少なくとも１つの周方向突縁を含む。
【００５６】
　本発明の別の実施形態では、支持体取付け具は、本体の外側周囲上のロック構造を特徴
とする。
【００５７】
　本発明の別の実施形態では、ロック構造は、支持体取付け具の外側周囲上に、カバーの
外周囲から下向きに延びる少なくとも１つのロック部材に係合するように構成される周方
向リッジを含む。本発明の１つの特定の実施形態では、３つのロック部材が存在する。
【００５８】
　本発明の別の実施形態では、ロック部材は、該部材上のリッジが強制されてリッジに乗
り上げるときにその部材が撓み、該部材上のリッジがリッジを乗り越えるとその部材が定
位置に撥ね戻るように、弾性材料から形成される。
【００５９】
　本発明の別の実施形態では、内部損傷に対応する体外部位に隣接して、医療用包材に装
着するように構成および適合された支持体取付け具が設けられ、この支持体取付け具は、
使用に際して超音波治療装置を受け入れるように適合された開口部を形成する内壁と外壁
とを有する本体と、この本体から延びて複数の間隙を有する少なくとも１つのメッシュ突
出部とを含み、複数の間隙の少なくとも一部は、医療用包材の一部が含浸される。
【００６０】
　本発明は、従来の装置および技術に優る幾つかの利点を有する。第１に、本装置は、樹
脂のようなギプス材料によってメッシュ突出部が含浸されることにより、既存のポートに
比較すると強度が増大している。第２に、メッシュ突出部は、より小さい橈骨の上で取付
け具を使用することができる。第３に、メッシュ突出部は、ギプス開口部のサイズの減少
を可能にし、それによってギプス障害の可能性を低下させる。
【００６１】
　したがって、以上の目的および利点を促進するために、本発明は、簡潔に言えば、小さ
い曲率半径、例えば、四肢または指の周囲に共形となることを可能にする柔軟なメッシュ
または織物突出部を備える剛性または半剛性の変換器本体である。この織物は、変換器本
体をギプスに組み込むために、樹脂が織物を貫通して含浸することを可能にするのに十分
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に目が粗い。樹脂が含浸された織物は、ギプスに付着するために剪断特性（それはより弱
い）に依存するのではなく、樹脂が織物を貫通してギプスに付着するときの樹脂の張力お
よび圧縮力の強さに依存する。
【００６２】
　本発明のさらなる特徴、態様、および利点は、本発明の様々な実施形態の構造および動
作と同様に、添付の図面を参照して以下に詳細に説明される。
【００６３】
　本明細書に組み込まれ、かつその一部を形成する添付の図面は、本発明の実施形態を例
示し、詳細な説明と併せて本発明の原理を説明する役割を果たす。
【発明を実施するための最良の形態】
【００６４】
　同様の参照符号が同様の要素を示す添付の図面を参照すると、図１は携帯可能な超音波
処置装置１０を例示する。超音波処置装置１０は、携帯可能な主要動作ユニット（ＭＯＵ
）１２と、第１のケーブル１６によってＭＯＵ１２に結合された超音波変換器処置ヘッド
モジュール１４とを具備する。ＭＯＵ１２は、制御信号を超音波変換器処置ヘッドモジュ
ール１４に供給する。第１のケーブル１６は、デジタル信号ばかりでなく、相対的に低い
周波数または光信号も伝搬できる多導体ケーブルでよい。第１のケーブル１６は、同軸ケ
ーブルまたは他の種類の適切な遮蔽ケーブルを含みうる。別法として、第１のケーブル１
６は、光信号を伝搬する光ファイバケーブルを含んでもよい。動作に際して、変換器処置
ヘッドモジュールは、損傷を受けた領域に隣接して位置決めされ、所定の時間の間、励起
される。変換器処置ヘッドモジュールが適切に位置決めされることを保証するために、安
全連動装置が変換器組立体の偶発的な励起を防止し、かつ患者適合性を保証するように設
けられうる。ここでは単一の変換器処置ヘッドモジュールを備えているように示されてい
るが、本発明は単一ＭＯＵで使用するための複数のヘッドモジュールも企図するものであ
る。
【００６５】
　図２を参照すると、ＭＯＵ１２は、ねじ、超音波溶接、または接着剤によって一体に接
合された２つの半部分で典型的に構成される筐体２０を含む。プリント回路基板２２が、
筐体２０の内部に位置決めされ、第２のケーブル２６を経由して表示器組立体２４に結合
される。表示器組立体２４は、図１に示されているように、取付け盤２８、表示器３０、
およびキーパッド３１を含む。表示器３０は、例えば、文字および数字を表示するのに適
切な液晶型表示器またはＬＥＤ型表示器でよい。電池保持体３２が、実時間時計および本
発明の超音波処置ヘッドモジュールの携帯可能な動作のためにプリント回路基板２２に接
続される。さらには、３個（３）のリチウム電池のバンクのような適切な電池が、電池隔
室の中に位置決めされる。
【００６６】
　通信ポート３４がプリント回路基板２２に取り付けられ、筐体２０の中のチャンネル３
６を介してアクセス可能である。通信ポート３４は、プリント回路基板２２上の信号発生
器回路３８に結合され、ＭＯＵ１２と外部コンピュータとの間に、例えば、シリアル通信
用の通信リンクを設ける。この構成では、外科医が、信号発生器回路３８の内部に格納さ
れた、患者によって開始された実際の処置の回数、日付、時刻、および／または継続時間
のような情報をダウンロードできる。
【００６７】
　図３は、超音波変換器組立体１４に転送されたパルスを生成および制御する、ＭＯＵ１
２内部の信号発生器回路３８のブロック図を例示する。信号発生器回路３８は、メモリ４
３（例えば、ＲＡＭおよびＲＯＭ）と、変換器処置ヘッドモジュール１４ばかりでなく、
プロセッサの動作も制御するための格納されたプログラム（例えば、システムおよびアプ
リケーション）とを有するプロセッサ４４を含む。プロセッサ４４は、表示器３０および
キーパッド３１に結合され、データをキーパッド３１から受け取り、データを表示器３０
に転送するように構成される。プロセッサ４４はマイクロプロセッサを含んでもよいし、
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またはプロセッサ４４が内部メモリを有するマイクロコントローラであってもよい。通信
インターフェース３５が、通信ポート３４とプロセッサ４４との間に接続され、例えば、
外部コンピュータと通信するために設けられる。通信インターフェース３５は、ＲＳ－２
３２インターフェースのようなシリアル・インターフェース、パラレル・インターフェー
ス、ユニバーサル・シリアルバス・インタフェース、またはモデムでよい。
【００６８】
　プロセッサ４４は、処置シーケンス、すなわち、超音波処置の開始時間および停止時間
を制御するためにも使用可能である。このプロセッサは、処置時間に関して予めプログラ
ム可能であり、使用者（例えば、外科医または患者）がキーパッド３１経由で処置時間の
１つを選択するか、または、このプロセッサは、開始および停止シーケンスを設定するた
めにキーパッド３１経由で使用者によってプログラム可能である。処置時間は、１０～２
０分台の処置が典型的であるが、約１分と約６０分との間にわたりうる。処置時間が活動
化されるとき、プロセッサ４４は、変調された信号がケーブル１６に進むことを許容する
スイッチ６０を入れる。処置時間が終了するとき、スイッチ６０が切られ、変調された信
号がケーブル１６に進むことが阻止される。さらには、処置時間が終了するとき、プロセ
ッサ４４は警報信号を警報６２に送出し、この警報が作動しうる。
【００６９】
　図４を参照すると、変換器処置ヘッドモジュール回路の１つの実施形態のブロック図が
示されている。変換器処置ヘッドモジュール回路は、ＭＯＵ１２によって転送された信号
をケーブル１６経由で受け取る受信器６６を含む。受信器６６は、変換器６８を励起する
変換器ドライバ６７に接続される。
【００７０】
　変換器処置ヘッドモジュール回路の別法の実施形態が図５に示されている。この実施形
態では、変換器処置ヘッドモジュール１４が、電力を変換器処置ヘッドモジュールの内部
構成要素に供給する内部電池６９を含む。例えば、電池６９は、電力を信号監視回路７０
および信号ドライバ７１に供給する。信号監視回路７０は、変換器ドライバ６７の出力の
波形特徴を表すデジタル出力信号７２を供給する。このような特徴には、例えば、信号駆
動変換器６８の周波数、パルス繰返し周波数、パルス幅、および平均出力電力が含まれう
る。信号監視回路７０の出力信号７２は、ドライバ７１および第１のケーブル１６を経由
してＭＯＵ１２に転送される。変換器処置ヘッドモジュールの外表面上にスイッチを含み
うる随意選択的な取付け具連動装置７３は、変換器処置ヘッドモジュール１４が変換器の
励起前に適切に位置決めされることを保証するように、電力を変換器処置ヘッドモジュー
ル１４の内部構成要素に供給する。
【００７１】
　図６は、全体的に参照符号１０’によって示された、超音波処置装置の別法の実施形態
を例示する。超音波処置装置１０’は、論理電圧コンバータ７６、電源７７、電池電圧感
知回路７８、駆動信号電圧コンバータ７９、駆動信号電圧調節器８０、実時間時計８１、
ＥＥＰＲＯＭ８２、ゲル感知回路８３、変換器駆動回路８４、超音波変換器８５、第１の
ユーザインターフェース８６、第２のユーザインターフェース８７、およびマイクロプロ
セッサ８８を含む。超音波処置装置１０’の構成は、構成要素の殆どがＭＯＵ１２の中に
配置され、かつ超音波変換器８５のみがヘッドモジュール１４の中に配置されることを可
能にする。幾つかの実施形態では、ヘッドモジュール１４が超音波変換器８５のみから成
りうる。
【００７２】
　論理電圧コンバータ７６は、マイクロプロセッサおよび他の電子部品用の電圧を下げる
。電源７７は、電力を超音波処置装置１０’に供給し、電池または電池パックでよい。電
池電圧感知回路７８は、電源７７の電力を感知し、変換器および他の電子構成要素を駆動
するための電力が不十分であれば動作を防止する。駆動信号電圧コンバータ７９は、変換
器駆動回路８４用の電圧を下げる。駆動信号電圧調節器８０は、変換器８５から所定の音
波を得るために、変換器駆動回路８４を較正するために使用される。実時間時計８１は、
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マイクロプロセッサ８８用の時計である。ＥＥＰＲＯＭ８２は、処置後にデータを記録す
るために使用される。このようなデータは、処置の日付、時間、長さ、および他の変数を
含みうる。
【００７３】
　ゲル感知回路８３は、変換器が音波を流体またはゲル媒質の中へ放出しているかどうか
を確認するために、変換器のインピーダンス変化を感知する。あらゆる変換器は、それが
空気または水のような媒質に対して作用しているときにインピーダンスを有する。このイ
ンピーダンスは媒質毎に異なる。この差異を利用することによって、ゲル感知回路８３は
、変換器がゲル媒質に対して作用しているどうかを測定する。
【００７４】
　変換器駆動回路８４は、変換器８５を駆動する正弦波を創出する。超音波変換器８５は
、損傷を処置するために超音波を創出する。第１のユーザインターフェース８６は表示器
である。第１のユーザインターフェース８６は、継続時間のような項目、およびエラーを
表示することができる。第２のユーザインターフェース８７は、超音波処置装置１０’を
制御するために使用される１つまたは複数のスイッチである。このようなスイッチは、開
始ボタン、停止ボタン、およびリセットボタンを含みうる。マイクロプロセッサ８８は、
処置を既定の様態で施すために、格納されたプログラムを実行する。
【００７５】
　さらには、超音波処置装置１０’の幾つかの実施形態は、変換器駆動回路８４と超音波
変換器８５との間の配線接続を排除し、その代わりに、ＺＩＧＢＥＥ（登録商標）、ＢＬ
ＵＥＴＯＯＴＨ（登録商標）、ＩＥＥＥ８０２．１１のような無線接続、または他の高周
波（ＲＦ）技術を実装する。ＺｉｇＢｅｅは、無線パーソナルエリヤネットワーク（ＷＰ
ＡＮ）用に設計された高水準の通信プロトコルの公開仕様セットである。ＺＩＧＢＥＥと
いう商標は、ZigBee Alliance社（米国94583 California州San Ramon市Suite 375、Camin
o Ramon 2400在）の所有である。Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈは、無線装置間の短距離通信を容易
化する技術的業界標準である。ＢＬＵＥＴＯＯＴＨという商標は、Bluetooth Sig社（米
国98004 Washington州Bellevue市Suite 250、108th Avenue NE 500在）の所有である。Ｉ
ＥＥＥ８０２．１１は、ＩＥＥＥ　ＬＡＮ／ＭＡＮ標準化委員会（ＩＥＥＥ８０２）の第
１１作業部会によって策定された無線ＬＡＮ／ＷＬＡＮ標準のセットを指す。ＲＦは、周
波数が約０．１ＭＨｚより上の信号を使用してデータを送受信するために、電磁波を利用
する無線通信技術である。
【００７６】
　図７～９は、軟組織中の創傷の治癒および／または骨折の治癒を促進するために軟組織
または骨から成りうる媒質Ｂの中へ超音波を送達するための超音波変換器組立体１００を
例示する。超音波変換器組立体１００は、支持体取付け具１１０を具備する。この支持体
取付け具は、変換器ポートまたは単にポートとも呼ばれうる。支持体取付け具１１０は、
本体１１４と、この本体１１４から延びるメッシュ突出部１１２とを含む。図示された実
施形態では、メッシュ突出部１１２は平面的なメッシュ基部であり、本体１１４はメッシ
ュ基部１１２から横断方向へ上向きに延びる。超音波変換器組立体１００はまた、キャッ
プ１１６、ばね１１８、および変換器１２０を含む。図示された実施形態では、基部１１
２は、媒質Ｂとの境界面が平坦であるものと仮定して示されている。しかし、基部１１２
は媒質Ｂとの境界面にぴったり合うように形作られてもよいことを当業者は理解しよう。
【００７７】
　基部１１２は、メッシュまたは織られた材料から作製される。メッシュまたは織物は、
基部１１２が小さい曲率半径と共形になることを可能にする。例えば、メッシュまたは織
物は、基部が、小さい四肢または指に共形になることを許容する。さらには、メッシュま
たは織物は、支持体取付け具１１０をギプス２８８に組み込む際の補助になる（図１３で
最も適切に理解される）。当業者が理解するように、整形外科用ギプスは、折れた１本の
骨（または複数の骨）が治癒するまで、折れた骨を定位置に保持するために四肢（すなわ
ち、幾つかの場合には、身体の大きな部分）をすっぽり包む外殻である。典型的には、ギ
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プスは、プラスタ、焼セッコウが含浸された綿包帯、またはポリウレタンが含浸された編
んだガラス繊維包帯から作製される。しかし、他の材料も使用可能である。本明細書で用
いられているように、「樹脂」という用語は、硬化してギプス外殻の一部を形成する材料
を指す。図示された実施形態は整形外科用ギプスを例示するが、他の種類の医療用包材が
使用されてもよいことを当業者は理解しよう。
【００７８】
　以下にさらに詳細に説明されるように、メッシュまたは織物は、ギプス樹脂の一部を取
り込むが、それは従来の装置に比較してギプスに対する支持体構造の付着を増強する。従
来の装置は、支持体構造をギプスに保持するために剪断特性を利用した。メッシュまたは
織物に樹脂を含浸すると、支持体構造をギプスに接着するために、本発明が剪断、張力、
および圧縮特徴を利用することを可能にする。これは、最新技術に優るかなりの改良であ
る。
【００７９】
　基部１１２は、重合体または複合材料のような多くの様々な種類の材料から作製されう
る。重合体には、熱可塑性重合体、熱硬化性重合体、およびエラストマーが含まれうる。
重合体の実施例には、とりわけ、ポリ塩化ビニル、ポリエチレン、アクリロニトリルブタ
ジエンスチレン、またはシリコーンが含まれうる。図７～９に図示された実施形態では、
基部１１２は、ビニル被覆を有する１４番手のポリエステルコアの織り糸から作製される
。図示された実施形態では、基部１１２は正方形または長方形の形状を有するが、他の形
状も使用可能であることを当業者は理解しよう。例えば、基部１１２は円形または三角形
の形状にあってもよい。基部１１２は厚さＡを有し、それは約２分の１ミリメートルから
約７ミリメートルの範囲にある。図７に図示された実施形態では、Ａが約１ミリメートル
である。図８に図示された実施形態は、第１の寸法Ｄ１および第２の寸法Ｄ２を例示する
。第１の寸法Ｄ１は、約２５ミリメートルから約１５０ミリメートルの範囲にある。第２
の寸法Ｄ２は、約２５ミリメートルから約１５０ミリメートルの範囲にある。図６～８に
図示された実施形態では、Ｄ１およびＤ２は各々が約５７ミリメートルである。メッシュ
基部１１２は、それが支持体構造１１０の特注用途用に切り合せられるように、大きめの
サイズにされうる。
【００８０】
　本体１１４は剛性または半剛性である。本体１１４は、変換器１２０を受け入れるよう
に形作られる。変換器１２０は、一般的に超音波用途で使用される材料および設計から構
成される。変換器１２０は、圧電特性を有することが可能であり、例えば、セラミック材
料、単結晶リラクサ強誘電体、ジルコン酸チタン酸鉛、メタニオブ酸鉛、チタン酸バリウ
ム、およびポリフッ化ビニリデン（ＰＶＤＦ）の圧電性コポリマーから作製されうる。別
法として、変換器１２０は磁歪特性を有してもよい。
【００８１】
　図７～９に図示された実施形態では、本体１１４は、変換器１２０が円形断面を有する
ので円筒形の中空管であるが、他の形状も使用可能である。本体１１４は内部分１２６お
よび外部分１２８を有する。図７～９に図示された実施形態では、本体１１４は、内壁１
３０と、内部分１２６および外部分１２８を画定する外壁１３２とを有する。内壁１３０
は、変換器１２０を受け入れる開口１３４を形成する。本体１１４の内壁１３０は、変換
器１２０が本体１１４の内部に緊密に嵌るように寸法決めされる。内壁１３０は、変換器
１２０の直径と同じかまたはそれよりも僅かに大きい直径を有しうる。例えば、内壁１３
０の直径は、変換器１２０の直径よりも約０から約２ｍｍ大きくてよい。本体１１４はま
た、近端部１３５および遠端部１３６を有する。図示された実施形態では、メッシュ基部
１１２は、本体１１４の近端部１３５に連結される。しかし、メッシュ基部１１２は、近
端部１３５の最先端にあってもよいし、またはメッシュ基部１１２が近端部１３５の上方
数ミリメートルに付着するように、その最先端の僅か上方にあってもよい。
【００８２】
　キャップ１１６は、本体１１４の遠端部１３６に連結される。例えば、本体１１４は、
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キャップ１１６が本体１１４の上にスナップ嵌めするように口縁１４０（図７で最も適切
に分かる）を有しうる。さらには、ばね１１８が、変換器１２０に対して圧力を掛けるた
めに、キャップ１１６と変換器１２０との間に取り付けられる。幾つかの実施形態では、
ばね１１８はキャップ１１６に取り付けられうる。ばね１１８は、変換器１２０を本体１
１４の近端部１３５に向かって偏倚する。幾つかの実施形態では、超音波変換器組立体１
００は、変換器１２０から媒質Ｂまでの音波の転送を補助するためにゲルまたはゲル袋１
２１を含む。
【００８３】
　システムコントローラ１２２が、変換器１２０から発する音波を空間的かつ時間的に制
御する。システムコントローラ１２２の設計および製造は、当業者によく知られている。
システムコントローラ１２２は信号発生器１２４に電気的に接続され、信号発生器１２４
は変換器１２０に電気的に接続される。システムコントローラ１２２は、変換器１２０に
送出される超音波励起信号を生成するためにプログラム可能な信号発生器１２４を起動す
る。変換器１２０は、励起信号を受け取り、媒質Ｂに伝搬する縦音波を放出する。システ
ムコントローラ１２２および信号発生器１２４は、上で説明されたＭＯＵ１２の形態を取
りうる。
【００８４】
　変換器１２０は音波の特定的な順次または同時の伝搬を引き起こし、この伝搬は媒質Ｂ
を超音波で非侵襲的に照射または問合せを行うためにシステムコントローラ１２２によっ
て制御される。システムコントローラ１２２はプログラム可能なマイクロプロセッサでよ
いが、限定ではなく、集積回路、アナログデバイス、プログラム可能な論理デバイス、個
人用コンピュータ、またはサーバも含みうる。タイミングシーケンスは、使用者によって
随時確立されるか、または製造過程時に確立されうる。
【００８５】
　超音波変換器組立体１００は、効果的に治癒過程を刺激するために、１日に付き１回ま
たは２回処方され、数カ月間毎日反復される超音波投与量から成る治療処置を処方ために
使用されうる。幾つかの実施形態では、変換器１２０に関して音波の１回の投与量が、時
間の長さにして１分と６０分との間にわたる。超音波変換器組立体１１０は、骨折治癒過
程における骨内膜および骨膜治癒段階を含めて、組織創傷治癒を促進しようとする中で、
浅いまたは深い解剖学的構造または両方に対する治療超音波投与量の処方を容易化および
増強するために使用されうる。
【００８６】
　ここで図１０を参照すると、損傷を受けた骨の部位を測定するための位置特定リング２
８０が示されている。位置特定リング２８０は、リングを患者に解放可能に固定するため
の平紐２８２を含む。平紐２８２は、患者に着脱されるリング２８０をすぐに固定および
解除することを可能にする２つの部分２８４および２８６を有することが好ましい。リン
グ２８０は、選択された医療用視覚化システムで観察されうる材料から構成される。した
がって、Ｘ線が使用される場合には、リング２８０はＸ線放射に対して少なくとも一部が
不透過である。赤外線放射が使用される場合には、リング２８０は赤外線放射に対して少
なくとも一部が不透明であり、磁気共鳴画像が使用される場合には、リング２８０は少な
くとも一部が常磁性である。しかし、他の材料が、医療用視覚化または画像システムによ
って検出を可能にするリングに使用されてもよい。
【００８７】
　リング２８０の寸法は、典型的には患者の体格、損傷の推定サイズおよび部位、ならび
に使用される視覚化システムの種類の関数である。例えば、平均的な人間の四肢、例えば
、尺骨または橈骨の骨折部位を特定するために、Ｘ線画像システムを使用すると、リング
の直径は、公称約３８ミリメートルでよい。この実施例では、リングが、公称５ミリメー
トルの断面直径の金属材料の剛性円環でありうる。別の実施例として、利用される視覚化
システムが超音波画像システムである場合に、リング２８０は、それが隣接して配置され
る表面の輪郭をなぞることが可能であり、それによって走査または画像変換器が、その表
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面およびリングを横切って移動することを可能にするように、実質的に柔軟かつ平坦であ
りうる。
【００８８】
　留意されたように、平紐２８２は２つの部分２８４および２８６を有し、各部分がリン
グ２８０に固定された一端を有する。２つの部分２８４および２８６は、これらが一体に
固定されかつすぐに解除されうるように、ＶＥＬＣＲＯ（登録商標）のようなフックアン
ドループ式固定組立体を有してもよい。他の簡易式解放固定技法も企図されている。
【００８９】
　別法として、メッシュ基部１１２の一部が、損傷を受けた骨の部位を識別するために使
用されうる。したがって、メッシュ基部１１２部分は、選択された医療用視覚化システム
で観察可能な材料から構成されうる。例えば、Ｘ線が使用される場合には、メッシュ基部
１１２部分は、少なくとも一部がＸ線放射に不透過である。赤外線放射が使用される場合
には、メッシュ基部１１２部分は少なくとも一部が赤外線放射に不透過であり、磁気共鳴
画像が使用される場合には、メッシュ基部１１２部分は少なくとも一部が常磁性である。
しかし、他の材料が、医療用視覚化または画像システムによる検出を許容するメッシュ基
部１１２に使用されてもよい。さらには、メッシュ基部１１２は、医療用視覚化システム
が駆動されている間、一時的にメッシュ基部１１２の位置を特定するために、一側に接着
剤被覆を有してもよい。
【００９０】
　図１１から１６は、損傷を受けた骨の位置特定と、損傷を受けた骨の領域に隣接して変
換器処置ヘッドモジュール１４を維持するように構成された支持体取付け具１１０の固定
と、損傷を受けた骨を処置するために、取付け具１１０に対する超音波変換器組立体１０
の連結とを例示する。最初に、位置特定リング２８０が、例えば、患者の腕上のギプス２
８８の上で、推定されたまたはおおよその損傷部位に対応する部位に位置決めされる。こ
の最初の位置は、骨損傷の体外部位の事前推定であり、損傷箇所の先に撮影されたＸ線写
真、外科医の診断、または患者の記憶に基づきうる。
【００９１】
　骨折領域の体外画像、例えば、Ｘ線写真が、位置特定リング２８０を含むように撮影さ
れる。骨損傷に対する位置特定リング２８０の最初の位置は事前の推定であるが、多くの
場合に、最初の位置付けが十分に精確であり、Ｘ線がリング２８０によって縁を囲われた
骨損傷を画像化することになる。得られるＸ線画像は、位置特定リング２８０に対する骨
損傷の位置を示す。Ｘ線写真は、実際の位置特定リング２８０に対してギプスの上に対応
する箇所の位置を特定しかつ目印２９０を付けるための案内として使用される。目印２９
０は、骨損傷のギプス上でのおおよその体外部位を教える。より高い精度が要求される場
合には、リング２８０は目印２９０を中心にして配置可能であり、別のＸ線写真が撮影さ
れ、新たな目印（図示せず）が、Ｘ線写真上のリングに対する骨折部位に基づいて、ギプ
ス上に付けられる。位置特定リング２８０の再位置決めと部位のＸ線撮影を連続的に反復
すると、さらに一層高い精度が得られる。
【００９２】
　上で留意したように、幾つかの実施形態では、目印２９０の位置を特定するために、メ
ッシュ基部１１２がリング２８０の代わりに使用されうる。図１２は、Ｘ線機械のような
医療用視覚化システムと併用可能な１つまたは複数の周辺標識１７０を有するメッシュ基
部１１２の１つの実施例を例示する。図１２に示された実施形態では、明瞭さのためにメ
ッシュ基部１１２のメッシュ構成が割愛されている。さらには、図１２に示された実施形
態では、４つの周辺標識１７０が存在するが、より大きいまたは小さい数が使用されうる
。周辺標識１７０は、メッシュに織られた放射線不透過性の糸でありうる。別法として、
周辺標識１７０は放射線不透過性のインクでもよい。最後に、周辺標識１７０は鉛テープ
の切片でもよい。幾つかの実施形態は、メッシュ基部１１２の中心を示すために中心標識
１７２をさらに含みうる。周辺標識１７０はメッシュ基部１１２の輪郭を示し、他方で中
心標識１７２は目印２９０の位置を特定するために使用されうる。
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【００９３】
　図１３および１４に示されたように、標識付けテンプレート２９２の第１の実施形態が
、ギプス２８８に押し当てられ、骨折のギプス２８８上での体外部位の目印２９０を中心
にして配置される。長方形テンプレート開口部の内縁の輪郭が、ギプス２８８の上にトレ
ースされ、ギプスのトレースされた部分は、図１４に示されたように、ギプス２８８中の
開口部２９４が皮膚を露出するように除去される。ギプス２８８中の開口部２９４は、ギ
プスの厚さとほぼ同じ厚さを有するフェルトパッド２９６を受け入れる。フェルトパッド
２９６も円筒形フェルトパッド２９８を受け入れる円筒形中繰り穴を有する。フェルトパ
ッド２９６は、取付け具１１０を支持し、ウインドウ浮腫（腫脹）を予防する助けになり
、ギプス２８８によって及ぼされる圧力に実質的に均等な圧力を皮膚に対して維持するた
めに設けられるが、その圧力は以下でさらに詳細に説明される。
【００９４】
　テンプレート２９２、したがってギプス２８８中の開口部２９４は、超音波変換器組立
体１４を保持および位置合せするための取付け具１１０のメッシュ基部１１２よりも小さ
く、取付け具１１０が開口部２９４の上方に配置されるとき、メッシュ基部１１２が開口
部２９４を包囲するギプス表面に係合するようになっている。取付け具１１０は、円形開
口１３４を含み、さらに差込みロックラグ３０６を含みうる。開口１３４は円筒形フェル
トパッド２９８と実質的に同じ直径を有する。
【００９５】
　図１５は、開口部２９４の中でフェルト２９６の上方に配置された取付け具１１０を例
示する。
【００９６】
　図１６は、開口１３４および円筒形フェルトパッド２９８が同軸に位置合わせされるよ
うに、ギプス２８８中の開口部２９４の上方に位置決めされた取付け具１１０とフェルト
パッド２９６とを示す。図１５に示された取付け具１１０のメッシュ基部１１２がギプス
２８８に係合するとき、取付け具１１０は、図１４に示されたフェルトパッド２９６を皮
膚に対して部分的に圧縮し、それによって、フェルトパッドは、皮膚に係合するギプス除
去部分の圧力を近似させる。
【００９７】
　幾つかの実施形態では、メッシュ基部１１２の一部は接着剤を含む。接着剤は、樹脂が
メッシュを含浸し、メッシュ基部１１２をより恒久的な様態で固定するまで、メッシュ基
部１１２をギプスに一時的に付着するために使用されうる。
【００９８】
　図１７を参照すると、取付け具１１０用のキャップ３０８が示されている。キャップ３
０８は、超音波処置が終了したときに取付け具１１０の中に露出された体組織に対する圧
力を維持するために設けられる。キャップ３０８は、取付け具１１０の開口１３４の中へ
延びる円筒形部分３１０を有する。キャップ３０８は、円筒形部分３１０上に、取付け具
１１０中の差込みラグ３０６と係合する溝穴付きラグ３１２を有する。円筒形フェルトパ
ッド２９８は、開口１３４の中に位置決めされ、円筒形部分３１０は、溝穴付きラグ３１
２が差込みラグ３０６からずれた状態で、開口１３４の中に挿入される。キャップ３０８
は、キャップ３０８および円筒形フェルトパッド２９８によって皮膚に対して及ぼされた
圧力が、ギプス２８８によって皮膚に対して及ぼされた圧力に近似するまで、円筒形フェ
ルトパッド２９８に押し付けられる。円筒形フェルトパッド２９８はまた、フェルトパッ
ドの厚さおよび皮膚に対して得られる圧力を調節するために、１度に１層ずつ除去されう
る実質的に平面的な円形層から成りうる。この圧力は、ウインドウ浮腫を抑止する助けに
なる。次いで、キャップ３０８は、その溝穴付きラグ３１２が差込みラグ３０６に係合す
るように回転される。図示された実施形態は差込みラグ３０６および溝穴付きラグ３１２
を含むが、他のロック機構を使用してキャップ３０８を支持体取付け具１１０に連結して
もよいことを当業者は理解しよう。
【００９９】
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　図１８は、開口部２９４を印付けするためのテンプレートの第２の実施形態を例示する
が、それは参照符号４００によって全体として示されている。テンプレート４００は、ギ
プス２８８に押し当てられ、ギプス２８８上の骨折体外部位の目印２９０を中心にして配
置される。テンプレート４００は、１つまたは複数の溝穴４０２および中心切抜き部４０
４を含む。図示された実施形態では、テンプレート４００は４つの周辺に位置する溝穴４
０２を有する。切抜き部４０４は目印２９０を中心にして配置され、テンプレート開口部
の内縁の輪郭が、溝穴４０２によってギプス２８８の上にトレースされる。ギプスのトレ
ースされた部分は、図１４に示されたように、ギプス２８８中の開口部２９４が皮膚を露
出するように除去される。
【０１００】
　幾つかの実施形態では、メッシュ基部１１２は、開口部２９４を切り取るためのテンプ
レートとして使用されうる。図１９は、ギプス２８８の上に静止するメッシュ基部１１２
を例示する。メッシュ基部１１２は、目印２９０に対して位置が特定される。図１９では
、明瞭さのために、かつ目印２９０を明示するために本体１１４が割愛されている。随意
選択的に、接着テープ４２０が、印付けの間にメッシュ基部１１２を一時的に保持するた
めに、ギプス２８８およびメッシュ基部１１２の上方に配置されうる。別法として、メッ
シュ基部１１２をギプス２８８に一時的に付着するために、接着剤が、この基部の下部表
面に塗布されてもよい。メッシュ基部１１２が目印２９０に対して位置が特定されると、
ペンまたはマーカのような印付け用具４２４を使用してメッシュ基部１１２の輪郭をトレ
ースする。幾つかの実施形態では、メッシュ基部１１２は、切取りのためにギプスを確実
に印付けできるように、印付け用具４２４が織物を貫いてトレースすることを可能にする
ために異なる織物間隙を有する。
【０１０１】
　さらに他の実施形態では、開口部２９４がフリーハンドで切り取られうる。換言すれば
、開口部２９４はテンプレートなしで切り取られうる。一旦、開口部２９４が切り取られ
ると、メッシュ基部１１２は、メッシュ基部１１２の形状を開口部２９４と一致させるた
めに、鋏または幾つかの他の切断具を使って切り落とされる。
【０１０２】
　図２０は、損傷を受けた骨を超音波処置するために超音波変換器処置ヘッドモジュール
１４と取付け具１１０との位置合せを例示する斜視図である。キャップ３０８および円筒
形フェルトパッド２９８（図１７に示された）が取り外されて、突出部３１４は、取付け
具１１０の開口１３４およびフェルトパッド２９６の中繰り穴の中へ嵌る。変換器処置ヘ
ッドモジュール１４の作用表面３１８が皮膚に隣接して押し付けられる。幾つかの実施形
態では、変換器処置ヘッドモジュール突出部３１４が、取付け具１１０の中の差込みラグ
３０６に係合する溝穴付きラグ３１６を有し、変換器処置ヘッドモジュール１４は、その
溝穴付きラグ３１６が差込みラグ３０６に係合するように回転される。次いで、超音波処
置が始まる。
【０１０３】
　再び図３および４を参照すると、変換器処置ヘッドモジュール１４の偶発的な励起を防
止し、かつ処置手順の遵守を保証するために、幾つかの実施形態は、変換器処置ヘッドモ
ジュールの外表面上にスイッチを含む取付け具連動装置７３を含む。この実施形態では、
溝穴付きラグ３１６が差込みラグ３０６に係合するとき、電気経路が溝穴付きラグ３１６
の少なくとも２つの間に完成されるように、溝穴付きラグ３１６は導電性プラスチックか
ら製造され、取付け具１１０の中の差込みラグ３０６は電気接続される。利用可能な適切
な導電性プラスチックには、炭素、ステンレス鋼、ニッケル、またはアルミニウムの繊維
を有する導電性ＡＢＳプラスチックが含まれうる。
【０１０４】
　変換器処置ヘッドモジュール１４の作用表面３１８は、超音波伝導性材料が作用表面３
１８上に存在することを確認するためにゲル感知要素を含む。この表面３１８には、それ
が取付け具１１０の中に挿入されて皮膚に係合する前に、結合ゲルが予め被覆される。別
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法として、ゲルは、ゲルサック、ゲル袋、または同様の容器を使用して、変換器処置ヘッ
ドモジュール１４の作用表面３１８に隣接して収容されてもよい。
【０１０５】
　図２１は、ギプス５２４の一部の中に形成された空所５２２の内部に位置決めされた支
持体取付け具５２０の他の実施形態を例示する。空所５２２は、実質的に正方形の形状を
有し、破線によって輪郭が描かれている。平面的なメッシュ基部の代わりとして、実質的
に円形の周囲と、そこから径方向に延びる複数のメッシュタブ５２６とを有する取付け具
５２０が示されている。４つのメッシュタブ５２６が図２１に見えている。追加的なメッ
シュタブ５２６は、図２３で明らかになるように、見えているタブの直下の平面の中でギ
プス材料によって隠されている。取付け具５２０は、以下でさらに詳細に論じられるよう
に、超音波変換器を取り付けて処置を開始するために、実質的に円形の周囲の内部に軸中
繰り穴を含むことが好ましい。取付け具５２０は、ポリプロピレンまたはポリ塩化ビニル
のような重合体から形成される。
【０１０６】
　図２２は、ギプス５２４内部の取付け具５２０の側方断面図を例示する。取付け具５２
０を空所５２２の中に配置する前に、スペーサ５３０が空所５２２の内部に配置される。
スペーサ５３０は、その周囲に空所５２２の形状と対応する形状と、その中心に取付け具
５２０の形状に対応する穴とを有するように構成される。スペーサ５３０は、患者の身体
部分に対して快適な特徴を呈示する医療等級のフェルトまたは同様の材料から形成される
ことが好ましく、その厚さがギプス５２４の厚さに応じて調節可能であるように複数の層
中に製造されうる。
【０１０７】
　スペーサ５３０は、患者に対して、ギプスで包まれた部位の不均一な圧力によるウイン
ドウ浮腫または同様の損傷を予防するために、取付け具５２０を患者の身体部分５３４か
ら所定の距離に維持する。図示されているように、取付け具５２０は、一部がスペーサ５
３０内部の穴の中へ挿入され、径方向に延びるメッシュタブ５２６の少なくとも１つによ
って、そのスペーサの上で支持される。メッシュタブ５２６は、取付け具５２０の中繰り
穴に隣接する近端でメッシュタブ５２６の断面が低減することによって構成された一体蝶
番を含み、その蝶番は、蝶番点でメッシュタブ５２６を弱化し、よってこれらのタブが自
由に湾曲することを可能にする。一体蝶番は、患者の解剖学的構造の関数である様々な角
度に適合する能力を高めるために、メッシュタブ５２６を横方向に撓ませる。さらには、
一体蝶番は、他の角度位置合わせ不良を補正するために取付け具５２０が関着されること
を可能にする。
【０１０８】
　取付け具５２０は、メッシュタブ５２６間にギプス材料の細片５３２を織り込むことに
よって、ギプス５２４中の空所５２２の内部に固定される。ギプス材料細片５３２の複数
の層は、所望の厚さが実現されるまで取付け具５２０の周囲に配置される。さらには、そ
のメッシュ性質により、ギプス材料はメッシュタブ５２６の間口を含浸し、それによって
取付け具５２０がギプス５２４に構造的に付着することを増強する。メッシュタブ５２６
を有する取付け具５２０の構成は、ギプスの装着前または後に、取付け具の装着を可能に
する。有利なことに、ギプス材料細片の層が硬化するとき、取付け具５２０はギプスの一
体部分となる。したがって、患者の皮膚に対する衝撃はいずれも、別様であれば取付け具
５２０を介して移転されることになるが、その衝撃がギプスによって吸収されるので最小
化される。
【０１０９】
　取付け具５２０は、モジュールが取付け具の内部に位置決めされる間に超音波処置ヘッ
ドモジュールから延びるコードを収容するために、取付け具の上端の中に半球形の切欠き
５３６を随意選択的に含んでもよい。取付け具５２０の下端５３８は、浮腫または同様の
損傷をもたらしうる皮膚に対する衝撃を伴うことなく、患者の凸面の身体部分５３４にぴ
ったり合うように対応するために凹面であることが好ましい。
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【０１１０】
　超音波伝搬増強媒質５２８が、超音波変換器ヘッドモジュールと処置部位との間のエア
ギャップを最小化または排除するために処置部位に隣接してスペーサ５３０の内部に位置
決めされることが好ましい。超音波伝搬増強媒質５２８は、伝導性ゲル袋であることが好
ましいが、単なるゲルであってもよい。
【０１１１】
　本発明の装置は、図２３にその上面図で示されているように、ギプスの中に実質的に長
方形または正方形に形作られた空所に適合し、かつその内部に嵌るように構成される。有
利なことに、取付け具５２０は、対応する円形形状の超音波変換器ヘッドモジュールを受
け入れるために、空所を円形受入れ口に変える。
【０１１２】
　ここで、図２４の分解組立て側面図に注目して、下から見ていくと、取付け具５２０を
挿入可能に受け入れるように構成された穴を内部に有するスペーサ５３０が断面で示され
ている。取付け具５２０は、複数のメッシュタブ５２６と、凹面の下端５３８とを含む。
取付け具５２０は、その上部の中に少なくとも１つの周方向溝５４０を含むことが好まし
い。周方向溝５４０の目的は、ギプスの厚さに対応するように取付け具５２０の高さを調
節するために、取付け具５２０の少なくとも１つの層を除去することを可能にするもので
ある。超音波増強媒質５２８の図示された実施形態では、取付け具５２０からの媒質の除
去を容易化する手段が設けられる。この実施形態では、除去を容易化する手段は、媒質５
２８から延びているのが示されているリード線５４２である。
【０１１３】
　超音波変換器ヘッドモジュール５４４が、取付け具５２０の内部で超音波伝搬増強媒質
５２８に隣接して位置決めされる。コード５５０は、モジュール５４４を電子駆動回路と
接続する。次いで、筐体５４６が、取付け具５２０内部の構成要素を密封するために取付
け具５２０の上部の中に挿入される。偏倚要素５４８が筐体５４６の下部から延びる。偏
倚要素５４８は、ばねでよく、さらに具体的には円錐螺旋ばねでありうる。円錐螺旋ばね
は、それ自体の内部で完全に潰れるように有利に構成されており、したがって取付け具５
２０内部に必要とする空間がより少ない。円錐螺旋ばねは、超音波変換器ヘッドモジュー
ル５４４に対する均一な力も維持し、伝搬増強媒質５２８の形状に共形となるようにモジ
ュール５４４が枢動することを可能にする。
【０１１４】
　図２５は、本発明に係る超音波変換器を取り付けるための組み立てられた装置の拡大側
面図を例示する。この拡大図は、自由な横方向の動きを可能にするメッシュタブ５２６の
一体蝶番５５２を例示する。ばね５４８が、その圧縮状態にあって、変換器モジュール５
４４を超音波伝搬増強媒質５２８に向かって強制的に偏倚することも図示されている。
【０１１５】
　図２６および２７を参照すると、超音波処置を必要とする患者のギプス５９２の内部に
固定された取付け具５９０が示されている。伝搬増強媒質にその下端が付着されたリード
線５９４が、取付け具５９０から延びているのが示されている。超音波変換器ヘッドモジ
ュール５９６を取付け具５９０の中へ配置することに続いて、カバー５９８が取付け具５
９０の最上部に被せて配置され、本装置全体が定位置に固定されるように平紐６００が調
節される。
【０１１６】
　図２８は、変換器ヘッドモジュールを取付け具１１０の内部に保持するために、この取
付け具の外周囲上にロック構造を特徴とする超音波変換器取付け装置の実施形態を例示す
る。例示されたように、ロック構造は、取付け具６１０の外周囲上に円周方向リッジ６１
２を含み、そのリッジは、カバー６１６の外周囲から下向きに延びる少なくとも１つのラ
ッチ６１４に係合するように構成される。図２８には１つのみのラッチ６１４しか見えて
いないが、カバー６１６から延びて約１２０度離間された３つのラッチを有することが好
ましい。ラッチ６１４は、そのラッチ上のリッジが、リッジ６１２に強制的に乗り上げる
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ときに外向きに撓み、それがリッジ６１２を乗り越えると定位置に撥ね戻るように、弾性
材料から形成される。有利なことに、このロック構造は、カバーを定位置に固定するため
に、ここで開示された装置の他の実施形態に関して上で説明された平紐の必要性を排除す
る。
【０１１７】
　円錐螺旋ばね６１８が、弾性筐体６２０によって、カバー６１６の下表面と接触状態に
保持される。弾性筐体６２０は、ばね６１８をカバー６１６下のその定位置に維持し、他
方でばね６１８の圧縮特性に対応する弾性力を呈示するように設計されている。筐体６２
０は、エポキシまたは当業者に知られた他の任意の手段によってカバー６１６に付着され
うるロックリング６２２によって、カバー６１６に固定される。筐体６２０は、約０．０
１インチ（約０．０２５ｃｍ）から約０．１０インチ（約０．２５４ｃｍ）の厚さを有す
るポリウレタンから形成されることが好ましい。
【０１１８】
　突縁６２４も図２８に例示されている。突縁６２４は、複数の別体の連続的な円周方向
突縁、取付け具６１０の周囲回りに螺旋構成を有する単一の周方向突縁、または少なくと
も１つの断続的な突縁でよいことが企図されている。これらの突縁６２４はそれらの間に
、ギプス材料、ギプステープ、または平紐を受け入れるために使用されうる溝を形成する
。
【０１１９】
　図２９～３２は、カバー６３０を取付け具６３２と着脱可能に係合させるために、カバ
ー６３０に関連する別法のロック構造を例示する。図２９に示された断面図では、カバー
６３０の第１の側の蝶番ロックタブ６３４と、カバー６３０の第２の側の突出部６３６と
によって、取付け具６３２の内部でロックされたカバー６３０が例示されている。カバー
６３０を取付け具６３２から取り外すためには、カバー６３０から外向きに延びるロック
タブ６３４の一部が押下されて、取付け具６３２の内表面上に形成された溝から突出部６
３８を解放する。次いで、カバー６３０は上向きに枢動されて、取付け具６３２中の対応
する溝から突出部６３６を切り離し、カバーを取り外しうる。開示されたロック構造は、
有利なことに、ここに開示された装置の他の実施形態に関して上で説明されたような、カ
バーを定位置に固定するための平紐の必要性を排除する。さらには、ロックタブ６３４の
構成は、使用者の片手によってカバーを容易に取り外すための構造を設ける。別法として
、カバーには、２つのロックタブを有するロック構造が設けられてもよい。このカバーは
、上で説明された実施形態と同様に、１つのロックタブを押下することによって、または
両方のロックタブを同時に押下することによって取り外されうる。
【０１２０】
　図２８に例示されたカバー６１６と同様に、カバー６３０は、弾性筐体６４２によって
カバー６３０の下表面と接触状態に保持される円錐螺旋ばね６４０を含む。弾性筐体６４
２は、ばね６４０をカバー６３０下のその定置に維持し、他方では、ばね６４０の圧縮特
性に対応する弾性力を呈示するように設計されている。筐体６４２は、エポキシまたは当
業者に知られている他の任意の構造によってカバー６３０に付着されうるロックリングに
よって、カバー６３０に固定される。
【０１２１】
　さらには、図２９～３２に例示された内部ロック構造の別法として、図３３が、外部ロ
ック構造を使用するここで開示された取付け装置の実施形態を例示する。この分解組立図
に示されているように、カバー８２０は、それと一体形成された外部ラッチ８２２を含む
。カバー８２０が、矢印Ｃによって示されたように、取付け具８２４の方向へ移動される
とき、ラッチ８２２の下部は、取付け具８２４の上部の上に形成された周方向口縁８２６
に接触する。カバー８２０がこの方向へ移動し続けると、ラッチ８２２は、下部が口縁８
２６を通過してその元の位置に弾性的に撥ね戻り、それによってカバー８２０を取付け具
８２４の上にロックするまで、下向きに強制される。カバー８２０は、ラッチ８２２の上
部をカバー８２０の中心に向かう方向へ圧迫し、かつ同時にカバー８２０を取付け具８２
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４から離して持ち上げることによって、取付け具８２４から取り外されうる。
【０１２２】
　図３４は、図２９～３２を参照して上で説明されたものと同様のロック構造を有するカ
バー６５０の斜視図を例示する。カバー６５０は、カバー６５０がこのカバーを取付け具
の内部にロックするために、２つのロックタブ６５４を有する点でカバー６３０とは異な
る。突出部６５８が、取付け具の内表面上の溝に係合させるために、ロックタブ６５４上
に同様に形成される。図３４には、処置ヘッド６６０を有する超音波処置モジュールも示
されている。さらには、円錐螺旋ばね６６２が、処置ヘッド６６０を処置部位に向かう方
向へ偏倚するためにカバー６５０の下表面に連結される。
【０１２３】
　図３５は、超音波変換器処置ヘッドを挿入可能に受け入れるために、処置部位上にギプ
スを装着する前に、その部位に隣接して取付け具を装着するための装置６７０を例示する
。装置６７０は、径方向突縁６７４をその外周囲上に有する取付け具６７２と、取付け具
６７２を患者の皮膚から所定の距離だけ離して維持するためのスペーサ６７６と、所期の
処置部位の周囲を包む芯部分６７８とを備える。
【０１２４】
　ここで図３７～３９を参照して、装置６７０のギプス装着前が説明される。最初に図３
７を参照すると、ギプスが装着される患者の体の一部を被って、ストッキング６８０が典
型的に配置される。次いで、超音波処置を受けるための厳密な位置で、穴６８２がストッ
キング６８０の中に切り取られる。次いで、取付け具６７２が穴６８２に隣接するように
、装置６７０が、ストッキング６８０の上方に位置決めされる。ここで図３８に注目する
と、次に芯６７８が所期の処置部位の周囲に覆われ、装置６７０が、１片のギプステープ
６８４によって定位置に固定される。図３６に例示されたように、予め中に穴を切り取っ
たギプステープ６８４が供給されることが好ましく、それは、無菌状態を維持するために
封止された包装６８６の中に収納される。有利なことに、ギプステープ６８４の樹脂また
は接着剤は、少なくとも一部が、取付け具６７２のメッシュタブを含浸し、それによって
ギプス６８８に対する装置６７０の取付けを向上させる。ギプステープ６８４は、有利な
ことに構造的強さを装置６７０に与え、ギプス本体の巻付けを簡素化する。ここで図３９
を参照すると、ギプス本体６８８の内部に固定され、上で説明されたように、カバー６９
０または超音波変換器ヘッドモジュールの準備が整った装置６７０が示されている。
【０１２５】
　ここで図４０～４２に注目すると、既に処置部位の周囲に装着済みのギプスの中に超音
波処置ヘッドモジュールを受け入れるための装置を装着するためのシステムが例示されて
いる。図４０に示されたように、フェルトパッド７００が、ギプス７０２の中に切り取ら
れた空所７０４の内部に配置されように提供される。中心に位置する円形穴７０５を有す
るフェルトパッド７００は、ギプス７０２の厚さに対応して寸法決めされる。有利なこと
に、フェルトパッド７００は、空所７０４をギプス７０２の中に切り取るためのテンプレ
ートとして最初に使用されうる。次いで、フェルトパッド７００が空所７０４の内部に装
着される。図４１を参照すると、患者の処置部位に隣接して、空所７０４の内部にフェル
トパッド７００が示されており、装置７０６は、取付け具７０８がフェルトパッド７００
中の穴７０５の内部に嵌るように位置決めされる。次いで、芯７１０がギプス７０２の周
囲に覆われる。ここで図４２に注目すると、次いで装置７０６は、取付け具７０８の上方
にぴったり付着するように構成および寸法決めされている、予め切断された１片のギプス
テープ７１２で定位置に固定される。次いで装置７０６およびテープ７１２は、約２５ミ
リメートル幅のギプステープ７１４の細片によってさらに定位置に固定されうる。有利な
ことに、ギプステープ７１２の樹脂または接着剤の少なくとも一部が、取付け具７０８の
メッシュタブを含浸し、それによってギプス７０２に対する取付け具７０８の取付けを向
上させる。次いで、カバー７１６または超音波変換器が取付け具７０８の中に配置されう
る。
【０１２６】
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　本発明は、治療装置を整形外科用ギプスに取り付ける方法も含む。本方法は、本体およ
び本体から延びるメッシュ突出部を備える支持体取付け具を提供する段階と、整形外科用
ギプスの上に目印を付ける段階と、目印に対して開口部を整形外科用ギプスの中に開ける
段階と、支持体取付け具を開口部の上方に配置する段階と、ギプス材料を支持体取付け具
の上方に配置する段階とを含み、このギプスは、ギプス材料部分の少なくとも一部が支持
体取付け具のメッシュ突出部を含浸するようになっている。随意選択的に、支持体取付け
具は、メッシュ基部に施された接着剤被覆をさらに備え、この接着剤被覆は、ギプス材料
部分の少なくとも一部がメッシュ基部を含浸するまで、メッシュ基部をギプスに一時的に
付着するために使用される。本方法は、骨折の位置を特定する段階と、位置特定リングお
よび平紐をギプスの上に配置する段階とをさらに含む。別法として、本方法は、周辺標識
を有する支持体取付け具をギプスの上に配置する段階を含みうる。本方法はまた、医療用
視覚化システムを係合する段階も含みうる。本方法は、テンプレートを使用して、目印に
対して開口部を印付けする段階をさらに含みうる。別法として、本方法は、支持体取付け
具を使用して、目印に対して開口部を印付けする段階をさらに含みうる。テンプレートを
使用して、目印に対して開口部を印付けする段階は、テンプレートの周辺溝穴の輪郭を描
く段階を含みうる。別法として、支持体取付け具を使用して、目印に対して開口部を印付
けする段階は、接着テープを支持体取付け具およびギプスの上方に配置する段階を含みう
る。
【０１２７】
　幾つかの実施形態では、本発明が、患者の動きやすさを維持しながら損傷を超音波処置
するためのキットを含みうる。このキットは、内部損傷の体外部位に隣接して患者によっ
て着用されるように構成および適合され、メッシュ基部およびメッシュ基部から延びる本
体を有する支持体取付け具と、超音波信号発生器を含むことができ、支持体取付け具の本
体と着脱可能に係合された超音波変換器処置ヘッドモジュールと、処置ヘッドモジュール
に作用的に接続された携帯可能な自蔵式主要動作ユニットとを含む。支持体取付け具の本
体は、超音波変換器処置ヘッドモジュールの一部を受け入れるように構成された開口を含
みうる。さらには、本体は、この開口の中へ延びる１つまたは複数の差込みラグを含むこ
とができ、これらのラグは、その間に導電経路を形成するように電気接続される。超音波
変換器処置ヘッドモジュールは、この変換器処置ヘッドモジュールの外表面から延びて、
少なくとも２つの差込みラグに係合するように構成された少なくとも一部を有する１つま
たは複数の溝穴付きラグを含むことが可能であり、これらの少なくとも２つの溝穴付きラ
グは、これらの溝穴付きラグが差込みラグに係合するときに、導電経路がこれらの溝穴付
きラグの間に形成されるように、導電性プラスチックから製造される。超音波信号発生器
は、信号発生器回路と、この信号発生器回路に接続された内部電源と、処置シーケンスデ
ータを表示するために信号発生器回路に結合された表示器と、使用者によるデータ制御お
よび／または入力を可能にするために信号発生器回路に結合されたキーパッドとを含むこ
とが可能であり、この信号発生器回路は、プロセッサと、パルスＲＦ信号発生器と、パル
ス化されたＲＦ信号を調整するためにプロセッサに結合されたスイッチとを含む。キット
の幾つかの実施形態は、超音波信号発生器と外部コンピュータとの間に通信リンクを設け
るために、通信ポートとプロセッサとの間に接続された通信インターフェースを含みうる
。さらには、幾つかの実施形態は、モジュールが処置に使用されていないときに超音波変
換器処置ヘッドモジュールを取り代えるために、支持体取付け具と係合可能なキャップを
含みうる。このキャップは、所定の圧力を皮膚表面に加えるために、キャップと患者の皮
膚表面との間に位置決めされるように構成および適合されたパッドを含みうる。
【０１２８】
　以上を考慮すると、本発明の幾つかの利点が実現されかつ達成されることが分かる。
【０１２９】
　本実施形態は、本発明の原理およびその実際的な応用を最も適切に説明し、それによっ
て当業者が、企図された特定の用途に適する様々な実施形態でかつ様々な変更を加えて、
本発明の最も適切な活用を可能にするために選択されかつ記述された。
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【０１３０】
　本発明の範囲から逸脱することなく、本明細書で説明されかつ例示された構造および方
法に様々な変更が実施されうるので、以上の説明に包含されたかまたは添付の図面に示さ
れた事柄のすべては、限定ではなく例示として解釈されることが意図されている。例えば
、多くの例示が、メッシュ基部を長方形の形状を有するものとして図示するが、メッシュ
基部は任意の数の形状を有しうることを当業者は理解しよう。したがって、本発明の間口
および範囲は、上述の典型的な実施形態のいずれかによって限定されるべきではなく、本
明細書に添付された以下の特許請求の範囲およびそれらの均等物のみに従って画定される
べきである。
【図面の簡単な説明】
【０１３１】
【図１】本発明に係る携帯可能な超音波処置装置の斜視図であり、主要動作ユニットまた
はコントローラ、および超音波変換器処置ヘッドモジュールを例示する図である。
【図２】主要動作ユニットの分解組立図である。
【図３】主要動作ユニット用の回路のブロック図である。
【図４】超音波変換器組立体用の回路の１つの実施形態のブロック図である。
【図５】超音波変換器組立体用の回路の別法の実施形態のブロック図である。
【図６】携帯可能な超音波処置装置の別法の実施形態を例示する模式図である。
【図７】超音波を媒質Ｂの中へ送達する超音波変換器組立体の断面側面図である。
【図８】キャップが上に取り付けられた取付け具の上面図である。
【図９】取付け具のみの上面図である。
【図１０】骨損傷の位置を特定するための位置特定リングおよび平紐の斜視図である。
【図１１】ギプスを着けた患者に取り付けられた、図１０の位置特定リングの斜視図であ
り、骨損傷の部位を画定するための目印を例示する図である。
【図１２】第２の実施形態におけるメッシュ基部の上面図である。
【図１３】目印を中心にして配置されたテンプレートの斜視図である。
【図１４】除去された部分を有する患者のギプスから切り離された部分と、図１の超音波
変換器組立体を保持および位置合せする取付け具とを示す斜視図である。
【図１５】ギプス上に配置された取付け具の斜視上面図である。
【図１６】ギプスの除去された部分に固定されている取付け具の斜視図である。
【図１７】ギプスから切り離された部分、取付け具、および取付け具用のキャップを示す
斜視図である。
【図１８】第２の実施形態におけるテンプレートの上面図である。
【図１９】テンプレートとして使用されているメッシュ基部の側方斜視図である。
【図２０】分離された部分を示す斜視図であり、取付け具に解放可能に装着するために位
置合せされた超音波変換器組立体を例示する図である。
【図２１】ギプス中の空所内部の取付け具の上面図である。
【図２２】ギプス中の空所内部に一部が固定された取付け具の側方断面図である。
【図２３】径方向へ延びる複数のタブを有する取付け具の図である。
【図２４】超音波変換器を取り付けるための装置の分解組立図である。
【図２５】超音波変換器を取り付けるための組み立てられた装置の拡大側面図である。
【図２６】超音波変換器ヘッドを受け入れる準備が完了した、ギプスの中に固定された取
付け具の斜視図である。
【図２７】超音波変換器をギプスの中に取り付けるための完全に組み立てられた装置の斜
視図である。
【図２８】超音波変換器を取り付けるための装置の別の実施形態の部分拡大側面図である
。
【図２９】別法のロック構造を例示するカバーの図である。
【図３０】別法のロック構造を例示するカバーの図である。
【図３１】別法のロック構造を例示するカバーの図である。
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【図３２】別法のロック構造を例示するカバーの図である。
【図３３】外部ロック構造を備えるカバーを有する超音波変換器を取り付けるための装置
の分解組立側面図である。
【図３４】別法のロック構造を備えるカバーの別の実施形態の斜視図である。
【図３５】ギプスを上に取り付ける前の処置部位に隣接して取付け具を取り付けるための
装置の側方断面図である。
【図３６】１片のギプステープおよびそのための封止された包装の斜視図である。
【図３７】超音波変換器受入れ装置を処置部位に隣接して取り付けるためのシステムを例
示する斜視図である。
【図３８】超音波変換器受入れ装置を処置部位に隣接して取り付けるためのシステムを例
示する斜視図である。
【図３９】超音波変換器受入れ装置を処置部位に隣接して取り付けるためのシステムを例
示する斜視図である。
【図４０】超音波変換器受入れ装置を処置部位に隣接してギプスの中に取り付けるための
システムを例示する斜視図である。
【図４１】超音波変換器受入れ装置を処置部位に隣接してギプスの中に取り付けるための
システムを例示する斜視図である。
【図４２】超音波変換器受入れ装置を処置部位に隣接してギプスの中に取り付けるための
システムを例示する斜視図である。
【符号の説明】
【０１３２】
　１０　　超音波処置装置
　１０’　　別法の超音波処置装置
　１２　　主要動作ユニット（ＭＯＵ）
　１４　　超音波変換器処置ヘッドモジュール
　１６　　第１のケーブル
　２０　　筐体
　２２　　プリント回路基板
　２４　　表示器組立体
　２６　　第２のケーブル
　２８　　取付け盤
　３０　　表示器
　３１　　キーパッド
　３２　　電池保持体
　３４　　通信ポート
　３５　　通信インターフェース
　３６　　筐体中のチャンネル
　３８　　信号発生器回路
　４３　　メモリ
　４４　　プロセッサ
　６０　　スイッチ
　６２　　警報
　６６　　受信器
　６７　　変換器ドライバ
　６８　　変換器
　６９　　内部電池
　７０　　信号監視回路
　７１　　信号ドライバ
　７２　　デジタル出力信号
　７３　　取付け具連動装置
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　７６　　論理電圧コンバータ
　７７　　電源
　７８　　電池電圧感知回路
　７９　　駆動信号電圧コンバータ
　８０　　駆動信号電圧調節器
　８１　　実時間時計
　８２　　ＥＥＰＲＯＭ
　８３　　ゲル感知回路
　８４　　変換器駆動回路
　８５　　超音波変換器
　８６　　第１のユーザインターフェース
　８７　　第２のユーザインターフェース
　８８　　マイクロプロセッサ
　１００　　超音波変換器組立体
　１１０　　支持体取付け具
　１１２　　メッシュ突出部（基部）
　１１４　　本体
　１１６　　キャップ
　１１８　　ばね
　１２０　　変換器
　１２１　　ゲルまたはゲル袋
　１２２　　システムコントローラ
　１２４　　信号発生器
　１２６　　本体の内部分
　１２８　　本体の外部分
　１３０　　本体の内壁
　１３２　　本体の外壁
　１３４　　本体の開口
　１３５　　本体の近端部
　１３６　　本体の遠端部
　１４０　　本体の口縁
　１７０　　周辺標識
　１７２　　中心標識
　２８０　　位置特定リング
　２８２　　平紐
　２８４、２８６　　平紐の２つの部分
　２８８　　ギプス
　２９０　　目印
　２９２　　標識付けテンプレート
　２９４　　ギプス中の開口部
　２９６　　フェルトパッド
　２９８　　円筒形フェルトパッド
　３０６　　差込みラグ
　３０８　　キャップ
　３１０　　円筒形部分
　３１２　　キャップの溝穴付きラグ
　３１４　　変換器処置ヘッドモジュール突出部
　３１６　　モジュール突出部の溝穴付きラグ
　３１８　　モジュールの作用表面
　４００　　テンプレート
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　４０２　　溝穴
　４０４　　中心切抜き部
　４２４　　印付け用具
　５２０　　支持体取付け具
　５２２　　ギプスの空所
　５２４　　ギプス
　５２６　　メッシュタブ
　５２８　　超音波伝搬増強媒質
　５３０　　スペーサ
　５３２　　ギプス材料細片
　５３４　　患者の身体部分
　５３６　　取付け具の上端中の半球形切欠き
　５３８　　取付け具の凹面下端
　５４０　　取付け具の周方向溝
　５４２　　リード線
　５４４　　超音波変換器ヘッドモジュール
　５４６　　筐体
　５４８　　偏倚要素
　５５０　　コード
　５５２　　メッシュタブの一体蝶番
　５９０　　支持体取付け具
　５９２　　ギプス
　５９４　　取付け具のリード線
　５９６　　超音波変換器ヘッドモジュール
　５９８　　取付け具のカバー
　６００　　取付け具の平紐
　６１０　　支持体取付け具
　６１２　　取付け具の円周方向リッジ
　６１４　　カバーのラッチ
　６１６　　カバー
　６１８　　カバーの円錐螺旋ばね
　６２０　　カバーの弾性筐体
　６２２　　ロックリング
　６２４　　突縁
　６３０　　カバー
　６３２　　支持体取付け具
　６３４　　カバーの第１の側の蝶番ロックタブ
　６３６　　カバーの第２の側の突出部
　６３８　　カバーのロックタブ
　６４０　　カバーのばね
　６４２　　カバーの弾性筐体
　６５０　　カバー
　６５４　　カバーのロックタブ
　６５８　　ロックタブ上の突出部
　６６０　　超音波処置ヘッド
　６６２　　カバーの円錐螺旋ばね
　６７０　　取付け具を装着するための装置
　６７２　　支持体取付け具
　６７４　　径方向突縁
　６７６　　スペーサ
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　６７８　　処置部位周囲を包む芯部分
　６８０　　ストッキング
　６８２　　ストッキングの穴
　６８４　　ギプステープ
　６８６　　封止された包装
　６９０　　カバー
　７００　　フェルトパッド
　７０２　　ギプス
　７０４　　ギプスの空所
　７０５　　フェルトパッドの円形穴
　７０６　　取付け具を装着する装置
　７０８　　支持体取付け具
　７１０　　芯
　７１２　　ギプステープ
　７１４　　ギプステープ
　７１６　　カバー
　８２０　　カバー
　８２２　　カバーの外部ラッチ
　８２４　　支持体取付け具
　８２６　　取付け具の周方向口縁
　Ａ　　基部の厚さ
　Ｂ　　媒質
　Ｃ　　取付け具の方向
　Ｄ１　　基部の第１の寸法
　Ｄ２　　基部の第２の寸法
【図１】 【図２】
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